




















































































。講演部記事 。運動部記事 O文学部記事 。雑報
。金品寄贈者芳名 。会員異動
・第2号（第壱巻第弐号・大正3年4月10日・祖山学院同窓会刊〉

















雪中の竹……...・ H ・－－－－望月宗康 日記帳より...・ H ・－…・・・H 生
吾人の目的...・H ・－－……市川是温 淋しい身延...・H ・－－－－…岡観孝
雨後の秋…...・ H ・－－…・・黒薮学勇 布教の心懸け…………友井健慈
海・……….....・ H ・－…－…伊藤海開 運命〈詩〉….....・ H ・－・・荒木経明





・第4号〈大正5年2月18日，組山学院同窓会刊） A 5. P .43 
祖山学院の歌〈表紙袋）
宗体決疑抄〈承前〉 中山祐師作





宗祖折伏の第一義……部悶玄静 宗教と実生活－…....・ H ・小林貞主［









偶感...・ H ・.・ H ・.......…黒田学誠
和歌〈二首〉…....・H ・－森 苑遠
0房総参拝記




我・H ・H ・H ・H ・...・H ・－－－・・藤悶鷲風 入妙の直路・H ・H ・－－……左庵生
吾人は奈何に生くベき ~lk・－－森 宛遠 かたる花・H ・H ・...・H ・－－猪口海静
趣味と生活...・ H ・－－－…望月噺月 鷲峯印象記...・ H ・－－……露 月
頼むべきは 松木秋月 ~：語~~；そ蓄を欺望月本啓
宗祖の御銅像をそて小林貞笠 宗祖の御伝記詑て中村義明
宗祖の御成徳……－－…井上恵妙 報恩謝徳...・H ・H ・H ・－－－－－渡辺泰深
我は本化の門下也……江原一夫 人生と労働...・H ・－－－…・・辻 芦洲
延山の春暁…………柳緒生 本院内諸堂案内記……山内議戒












新年を迎えて…...・H ・－－黒厳学勇 宗門の前途...・H ・－－…・・・溝田在庵
高踏超然… H ・H ・－・…・樋口是端 聖祖の忠孝観・…・・・…・松木秋月
青年僧侶の自覚...・H ・－－菊地泰旭 自殺の可否...・H ・－－……小川園如
日常生活と信仰2要川口智随 淘末の霊光・・・・・・中村義明
新春のさけび……・…・・鈴木本開 鷹取山・H ・H ・...・H ・－－…山内懇戒
春暁………....・H ・－－…森 苑遠 望める悲哀・…H ・H ・－－…雪 二生
c 188) 






・第7号〈大正6年7月15日・祖山学院同窓会刊） A 5. P .70 
宗鉢決疑抄（漢文体〉 中山祐師作
第八識存在の証明 吉田素恩






精進・ H ・H ・...・ H ・－－－…川口智随 論本宗之宗義並相承…辻 能学
本迩一致勝劣を捨す・る所以…荒木経明 型祖の御人格………猪口古蛍
初夏の小肌・・ H ・H ・.・ H ・太田純志 身延山御番を拝して…北嶋精学
如何にして進むベきか…福島瑞岳 迷信を打破せよ...・H ・－－山間道人
三日坊主の代表者…・・・結城瑞光 異体同心…...・H ・...・...二宮龍忍
宗祖の孝道・…………・・佐藤慈典 宗教家の覚醒…...・ H ・－・臨 月 生
心臓消……－…………K 0 生 。春季修学旅行記…・・・菊地泰旭
O同窓会記事……井上円了博士講演（6月12日〉 O大正六年春季修学旅
行隊金品寄附者御芳名
・第8号〈大正7年4月15日．祖山学院同窓会刊） A 5. P .76 
観心木尊抄尭記〈承前〉 大野発師作
宗教の本義 中村凡愚 顕本論より見た長仏溝悶在庵
天台四教儀大要...・H ・－－藤岡柳風 諭相承与付嘱関係・…・・佐藤秀 il!
秘論…...・ H ・...・ H ・－－－山岡義哲 興師身延離山に付て…望月本啓
仏教に及ぶる上代印度の宗教思想、 荒木経明
宗教と宗致との管見…中村義明 。歌日記より………・・苑 遠
真の生命・ H ・H ・－－－－……松木秀月 余の宗教観...・ H ・－－・…・・川口智随
余の宗教観…...・ H ・－－…辻 能学 ~IU仏徒・・H ・ H ・.......・ H・－－結城瑞光
く189)
意義ある生活・・ 正 己 小さ報匙欽へ猪口古蛍
無題録・H ・H ・.・H ・.・H ・太田純志 日蓮主義と戦争....・M ・－磁 月
宗祖の御生涯...・H ・－－…鈴木順脆 吾は久遠の仏子なり…北島江楓
偶感・H ・H ・－－－－－…－－……珂月生 常住の春・H ・H ・...・H ・－池上義国
心の私語・H ・H ・...・H ・－－深山木生 時計の響…...・H ・－－……加奈江
。雑報ー講演部。文学部。運動部。金品寄贈者芳名。







三秘論（前承〉・H ・H ・－－山岡義哲 輿師身延離山考...・H ・－・太田純志





























???? ?…? ?…?? ????
聖き涙…...・H ・..・H ・－・秦 観行
奉迎七百年聖誕...・H ・－－結城瑞光








。三月の窓から・H ・H ・－－かな め
。金品寄贈者芳名 。祖山同志会設立趣意書
・第1号〈第二巻第一号・昭和12年2月16日刊・宗祖御入山六百五十年











御草庵...・ H ・H ・H ・－－……下聞冷涙 月のl描き・ H ・H ・－－－……・・中林蓮風
本化的文化生活...・H ・－岡 鳴月 私の生命観…....・H ・－…渡辺泰深
偶感… ・・・・・・…・小坂田龍教 抱かれむか本仏露に二宮龍広
平和の建設…...・H ・－－－－－堀内義光 慈悲に就て...・H ・－……古川啓善
友の霊に手向くべき詩と文…江原白線 接神陪jに詣で…...・ H ・－照 月
理智Iの母（詩〉………太悶赤章 nm乳類のいろいろ……平地光編
陸奥に咲ける百合花…佐藤海澄 自然と人生…………・・富田海音
反省と努力.........・ H ・－－広瀬潮態 夏の宵...・ H ・...・ H ・－－…木村 弘
秋の歓喜・ H ・H ・...・ H ・－－高橋是明 魂の叫ぴ・ H ・H ・－－……・・中林良陽
歩むべき道…...・H ・－－…四寛涙草 寺院と酒に就て...・H ・－－秋永露翠
ぃ???????????????
( 191) 
山寺〈漢詩） ..・ H ・－…東 浜
寂塞〈詩〉….....・ H ・－－－秦 観行
魂の行へ〈民謡〉・…．、太田赤童
遠くなります...・H ・－－…結城瑞光































四顧寂英・H ・H ・...・H ・－三基生
人生の富...・H ・－－…－－…－長瀬龍光
芽陀利の峯...・H ・H ・H ・・H ・M 生
御山の暁………....・ H ・－渡辺智栄
涙..・ H ・.・ H ・－－…－－…深敬道人
我が番斉...・H ・－－－－・…・・二宮飽厳
お山の夕景...・H ・H ・H ・－－寒川生
追憶…・・・…・…...・ H ・－－覚林道人
民話・漁夫…...・H ・－－…平地幽嶺
夢・H ・H ・...・H ・－－…－－…重松ひさし
聖丘を望みて...・H ・－－…高山しのぶ
思ひ出の記...・H ・H ・H ・－－鳥海山人
雑想三縞〈漢文体〉…静浜生
復興....・H ・.・H ・.・H ・－－吉川啓普
偶感...・ H ・...・ H ・－－……S ・K生
静寂を破る響...・H ・－－…吉益正光
凝視……...・H ・.・H ・－－－今泉智旭
予の幼かりし時...・H ・.5 ・Y 生
伝説を諮る漁夫....・ H ・－覚林道人
培はれたる小百合……丸山其撰











真の宗教への道・ H ・H ・－－矢野錬明
亜細亜の目ざめ...・ H ・－－中屋教海
宗教的生命の深さ……竹多快照
身延の自然－… H ・H ・－－…三木浄逮
思ひ出のま'it:
〈水郷の里｝こて〉…間宮夢覚
七面山へ...・H ・H ・H ・－－…吉田碧洞
















































友情 ・ ・・・ 松田寿孝 思親閲より秋主主て・松井桓成
随感片々・…・…...・H ・－矢谷清文 日記中より・H ・H ・.・H ・－柳井 栄
野中春秋....・H ・.・H ・－－－遠藤銭外 短歌一身延雑感－・・・H ・小島一誠
秋..・H ・－……－…...・H ・－岳南生 短歌...・H ・.・H ・.・H ・－－－石井緑線























































人間劇場・・・・… H ・H ・－…－佐藤翠嵐



















唱題得意論・・・・.・・・・・・ H ・－－田中義巨 人間生活と物...・ H ・－－…古谷智謙
山里の一年...・ H ・.・ H ・－半田淀車
。雑報校友会報〈松木本興〉 同窓会報ー庶務部〈深沢海晃〉。弁論
部〈依田湛j享〉。文学部（柳井慈要〉

















境妙庵目録小考...・H ・－－世古政 l眠 機械から目的へ・H ・H ・－－矢谷玄智
久遠本仏と吾等衆生…福士泰量 信仰界の餓僅…...・ H ・－－金川龍洗
恋愛と宗教とに於ける共通性を論ず． 津田歓貞
常闘を放れて ようじ津（中沢要実〉








・随泉余韻...・H ・－－－…・・八架高田恵忍 病む父...・H ・H ・H ・－－……福島義孝
別頭の丘...・H ・.・H ・－…渡辺信覚 故郷にて・H ・H ・.・H ・－－－－桜庭司ー
西谷にて……...・M ・－…・桜庭是宝 秋田和……－……...・H ・－杉本寒風
。昭和六年度卒業論文 (17名〉 O同窓会報一庶務部・弁論部・運動部・
文学部・本学寄宿舎雑報・


































偶感・・ H ・H ・－…H ・H ・－－…・落井良昭
随感断片・・H ・H ・－…蜘瀬価輸環化伊
近代の思想観…....・H ・－加藤智学
小春日……－・・ H ・H ・－－－…三井芙蓉
病楊茶禅〈漢詩〉…八桑高田恵忍
0日記より0・..・H ・－－－桜庭是宝
。小湊〈和歌） .・ H ・－－田川恵良
。聖境の歌〈和歌〉…渡辺信覚
。川柳一桜庭生。虚言。回河泡。





















吟槻日乗〈漢詩〉…高田八染 崎藤田光晴君…・・ H ・H ・－松木静堂
c 197) 
盆と行事....・H ・...・H ・－田川恵良 厚徳寮々歌について…浅野たけし
読経礼讃....・H ・H ・H ・－・・・宇佐美錬正 栖神居詠草...・H ・..・H ・福島義孝








































































桜神居詠草…...・H ・－－…福島義孝 古き遠保栄我記...・ H ・－・山田友篤
うみやまのほとり……岡村正雄 蛸I・M ・...・H ・...・H ・－－…上回玄忠
七面山行 熊谷利道 必要にし殺誌の田辺正知
三つ子の魂に支さは・・加藤智学 観の究覚・H ・..…・・・田中泰励






































病む。岡山に遊ぶ．…岡村教正 雑詠....・ H ・H ・H ・－－－……－田村銀雪








































愚恩ー編H ・H ・－…...・H ・－原 不退
。文芸。
山清（短歌〉・…H ・H ・－－斉藤侠吾
母を思ふ・H ・H ・.・H ・－－－－小林学山
夏秋山麓居詠草・H・H ・－－石川園武
叙景雑ゐ御廟所・ H ・H ・－－原 不退
随感運策…....・H ・...・...望月海！岡
吾人は斯く思惟す……啄人 生
落葉断想...・H ・.・H ・－…知i 縞作
緑陰の下〈蛇） .・H ・－・東富生
雨の夜更け…...・ H ・－－…磯辺 渉












拾ひ屑一束…－…..' .....東 i 
俳句；.・H ・........倣葉子，県宮教文
時局と宗教…...・H ・－…・永瀧発窓
世界と日蓮H ・H ・..・H ・－－村田海.ftlJ 







うれしかった事………K . K 
落葉…...・H ・－－－…－……・山本栄涼
改造か創造か・H ・H ・－－…阿部

































静かな朝・ H ・H ・...・ H ・－小松本秀











































雑詠...・H ・...・H ・－－……鈴木義成 鷹取山…・・...・...………甲賀俊男
四季の思出…・……・・…中村寅一 日記抄………....・ H ・－…辰巳 紫
母…....・H ・...・H ・－……久世寛瑞 海・…－－……....・M ・－－－…長崎湛長
俳句一二千六百春一…岡村孤雪 徴笑・我が心………・・藤沢玄唱
「番神問答記」隙見 斉藤貫誠
鶴声…....・ H ・...・ H ・－－－細井泰行 戒律への抗議…………三枝光純
戦線より還りて〈祖山学院雄弁大会優勝鑑杯受領〉 武内観良



































































































































































































































・第35号 er昭和37年2月25日・身延山短期大学仏教学会） A 5. P .133 
法華経の本尊としての長茶羅 塩田義遜
道徳的次元の問題について 室住ー妙






























































Vimutimagga, dy Arahant Upatissa・郎関記i叫ly





























































































思いで 学頭 室住 妙
松木本興師を追悼す 元祖山学院教頭 遠藤是妙
松木先生を憶 身延山高校長 里見泰穏






松木先生を追慕して 京都・瑞光寺 Jl 口智明
凡て是れ修行 本学教授 秋山智孝
























































































































・第45号〈日蓮聖人身延入山700年記念号・昭和48年2月16日刊） A 5 
p .250 
楼神の意義 室住．ー妙
※宗祖棲神・此の身延を如何に位置つ・けるか。いわゆる「身延山論」の展開であ
り、問題の提起。
身延入山当初の日蓮聖人 上田本呂
田遊聖人の身延御入山と南部一族の動向ー甲斐国上代より南部光行奥州下
向までー 中里日応
出光社長の「道徳とそラルとは完全に違う」を論評し且遁説批判に至る
疋田英曜
日蓮聖人佐渡流罪の法制史的考察付蒙古襲来について中里悠光
日蓮聖人にみる人間観〈研究ノート第三輯〉ー俄悔することを中心としてー
町田是正
※倣悔と法悦、それはつねに弁証的に昇華され型人の行動を支えたとなし、宗徒
の志向する問題点を挺起。
妙法蓮華経如来寿量品の侮中の「諸有修功徳Jの訓みに就て
間宮秀学
宗教の問題 高橋克慈
※石津照爾博士の指導下〈東北大学研究室〉に研鍛を杭まれた尚．陥先生の情熱こ
もる宗教哲学論。
搭上僧伽ーガンダーラ，アフガニスタンの仏跡遺跡よりみた精神史のー問
題一 高橋発昭
身延に関する紀行について 秋山智孝
碑銘幻想、 望月海淑
中論観因縁品の記号論理学的考察 里見泰穏
「仏教聖典」に於て，仏教用語として用いられた英語についてーその一
部一 大森孝
。トピック「桜神」第壱号〈創刊号〉発見さるノ 町田是正識
一一以上一一
c 215) 
